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太閤以外で作成されたアンケートデータを太閤データに 
変換して使用する方法 
 
■機能概要 

業者様などから納品されたアンケートの回答データは、その登録形式が業者様ごとに異なるため、このま
までは太閤データとして利用できません。 
ここでは、EXCEL アンケート太閤以外で作成されたアンケートデータを EXCEL アンケート太閤で利用で
きるデータ形式に変更する方法を説明します。 

★ 説明用語について 
以下「太閤以外で作成されたアンケートデータ」→「元データ」 と呼び、説明していきます。 

★ 説明の前提条件 
ここではでは「項目設定」「カテゴリー名登録」など、EXCEL アンケート太閤の基本操作を 
理解しているものとして説明いたします。 
太閤の基本操作等については、製品添付の「導入編ユーザーズマニュアル」より 
「4 章 ソフトに触れてみましょう」をご参照ください。 

■変換手順 
変換手順は大きく４ステップに分けることができます。 

ステップごとに分けて説明していきます。 

変換前の準備 変換作業を始める前の説明です。 
 

ステップ１︓ 元データを Excel のブック形式データとして保存 
元データを Excel のブック形式データ(xls ファイル)へ変換し、保存するま
でを説明します。 
 

ステップ２︓ 
 

元データの内容に合わせて太閤データファイルを作成 
【ステップ 1】で作成したアンケートの元データに合わせて、 
EXCEL アンケート太閤を使用して太閤データファイルを作成します。 
 

ステップ３︓ 元データの内容を太閤データファイルにコピー 
【ステップ２】で作成した太閤データファイルに【ステップ１】で作成し
た元データの内容をコピーするところまで説明します。 
 

ステップ４︓ 太閤の「データ加工」機能で取り込んだデータを編集 
【ステップ 3】で作成した太閤データファイルを、アンケート質問票のイ
メージで集計・解析できるように、太閤の「データ加⼯」機能を利用して
編集します。 
 

その他 他のデータ変換例 
上記【ステップ 1】〜【ステップ 4】で紹介していないデータの変換例を
ここで紹介します。 
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■変換前の準備 
ここでは変換作業をおこなう前に理解していただきたい事項を説明いたします。 

 

1. 太閤データファイル形式 
太閤データファイルは、Excel97-2003 ブック形式(.xls)の Excel ファイル上に、太閤データ形式を構
築しています。ただし、通常の Excel 形式ファイル拡張子名(.xls)ではなく、(.tko)と拡張子を変更し
て利用しています。太閤がインストールされていないパソコンでも、Excel さえあれば、太閤データ
ファイル内容の閲覧、編集することが可能です。 
★ 太閤データファイルの直接編集・変更をおこなう場合には細心の注意を払い、自己責任においてお願いいたします。 

 

2. ここで説明するアンケートイメージ例 
●アンケート質問イメージ 

問 1. あなたの好きな野球チームを全てお教え下さい(○はいくつでも) 
 1.巨人 2.阪神 3.中日 4.広島 5.ﾔｸﾙﾄ 6. 横浜 

 
問 2. プロ野球で今後改善して欲しい点がありましたらお書きください。 

 
 
 

問 3. あなたの性別を教えてください。(○はひとつ) 
 1.男性  2.⼥性 

 
問 4. あなたの年齢を教えてください。 

 才 
 

●アンケート回答データイメージ 
(カンマ区切り形式テキストファイル(CSV 形式)︓10 件のデータ)  

1,0,1,0,0,0,入場料を安くして欲しい,1,35 
0,1,0,0,0,0,最後まで TV 中継して欲しい,1,43 
0,0,0,0,0,1,,2,38 
0,1,0,1,0,0,試合時間を短くして欲しい,2,25 
0,0,0,0,1,0,球場の椅子が狭い,1,23 
0,0,1,0,0,0,大型スクリーンを増やして欲しい,2,28 
1,0,0,0,0,0,TV 放送試合を多くして,1,35 
0,0,0,0,0,1,TV 解説が面白くない,2,23 
0,1,0,0,0,0,試合のテンポを早くして,1,45 
0,0,0,0,0,0,地方での試合を増やして,2,24 

このデータを InputData.txt としてファイル保存したと仮定します。 

 

★ このファイルは PDF 閲覧ソフトのコピー＆ペースト機能により簡単に作成できます。 

★ ここで紹介されているファイルはすべて太閤オリジナルディスクに収録されています。 

「マニュアル演習用データ」フォルダに InputData.txt として収録されています。 
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3. EXCEL アンケート太閤のデータ形式説明 
●太閤のデータ格納形式 

太閤ファイルの格納形式は、質問形式ごとに異なります。 
ここで質問形式ごとに格納するデータ形式を説明します。質問形式の詳細については、 
「1 章 5.処理できる調査票」をご参照ください。 
 
単数回答(SA)形式 1 セルの中に、選択された選択肢(カテゴリー)の番号を格納します。 

選択肢(カテゴリー)番号は 1〜250 までの連続した整数です。0(ゼロ)は
使用しません。A,B,C などの数字以外の文字は使用できません。 
【例】 3 
 
★このドキュメントでは 「SA 形式」と略称します。 

複数回答(MA)形式 1 セルの中に、””(ダブルクォーテーションマーク)で括って、選択肢(カテ
ゴリー)番号をカンマ区切りで指定します。 
選択肢(カテゴリー)番号は 1〜250 までの連続した整数です。 
A,B,C などの数字以外の文字は使用できません。 
【例】 “1,2,5” 
 
★このドキュメントでは 「MA 形式」と略称します。 

数量回答形式 1 セルの中に、選択された数値を直接設定します。 
【例】 15 
 
★このドキュメントでは 「数量形式」と略称します。 

文字回答形式 1 セルの中に、文字や文章などを直接設定します。 
【例】 TV 解説が面白くない 
 
★このドキュメントでは 「文字形式」と略称します。 

 



株式会社エスミ︓ソフトウエアテクニック集 

 3-6-4

■ステップ１︓元データを Excel のブック形式データとして保存 
このステップでは、元データを Excel のブック形式データ(xls ファイル)へ変換し、保存するまでを説明し
ます。操作はすべて Excel 上でおこないます。EXCEL アンケート太閤は使用しません。 

★ 既に Excel 上に元データを読み込んでいる場合には【ステップ 2】へ 
 
この例では、カンマ区切り形式テキストファイル(CSV 形式)の InputData.txt を Excel のテキストウイ
ザードを使用して Excel に読み込む手順を説明します。 
 

1. Excel を起動します。 
Windows のスタートメニュー等から Excel のみを起動します。 

2. Excel メニュータブの「ファイル」→「開く」を選択します。 
Excel2013 以降の場合には、「開く」画面から「参照」を選択すると、「ファイルを開く」 
ダイアログが表示されます。 

3. テキスト形式ファイルを Excel で読み込みます。 
ファイルの種別を「テキストファイル」に設定すると元データ「InputData.txt」ファイルが表示され
ます。このファイルを選択して 開く(O) ボタンを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ このデータはオリジナルディスクに収録されています。 
太閤オリジナルディスク「マニュアル演習用データ」フォルダに InputData.txt として収録さ
れています。 
  

「テキストファイル」に設定すると、ファイル名が 

表示されます。 
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4. テキストファイルウィザード－ 1/3 が表示されます。 
(1) 「元データ形式」で、「カンマやタブなどの区切り・・・」を選択します。 

次へ(N)＞ ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5. テキストファイルウィザード－ 2/3 が表示されます。 
このダイアログでは「区切り文字」の設定をします。 

(1) この例ではカンマ区切りのデータなので、「カンマ」を選択しています。 
(2) 「データのプレビュー」欄で、正しくデータが区切られていることを確認します。 
(3) 確認後に 次へ(N)＞ ボタンを押します。 
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6. テキストファイルウィザード－ 3/3 が表示されます。 
(1) 「データのプレビュー」欄で、区切られたデータごとに「列のデータ形式」を指定します。 
(2) 通常のデータは「G/標準」ですが、文章データなどは「文字列」の指定をします。Excel により誤

変換されることを防ぐためです。 
★ 「日付(D)」形式は使用できません。 

数値データの内容により Excel の日付形式データに変換される場合があります。 
日付形式データは太閤で処理できません。誤変換される場合には「文字列」に指定します。 

(3) すべての指定後に「完了」ボタンを押します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

7. 読み込んだデータが表示されます。 
ここで読み込んだーデータの内容を確認します。「列がずれていないか︖」 
「数値データが右詰表示されているか︖」（Excel に数値と認識されると右詰表示されます） 
「誤変換されていないか︖」など確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ このデータはオリジナルディスクに収録されています。 

太閤オリジナルディスク「マニュアル演習用データ」フォルダに InputData.txt として収録されています。 
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8. 取り込んだデータを保存します。 
(1) Excel のシート上に表示されたデータを保存します。 

Excel メニューの「ファイル」→「名前を付けて保存」を選択すると「名前を付けて保存」ダイア
ログが表示されます。 

(2) 下図のようにファイルの種類を「Excel97-2003 ブック(*.xls)」形式を選択して 保存(S) ボタン
を押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

9. 「InputData.txt」ファイルの保存 
「InputData.txt」ファイルが「InputData.xls」として、Excel 形式データに変換され、 
保存されます。 
これで「ステップ 1」は終了です。 

 
★ このデータはオリジナルディスクに収録されています。 

太閤オリジナルディスク「マニュアル演習用データ」フォルダに InputData.xls として収録されています。 

  

ファイルの種類を「Excel97-2003 ブック(*.xls)  

形式で保存します。 
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■ステップ２︓元データの内容に合わせて太閤データファイルを作成 
このステップでは、【ステップ 1】で作成した元データ「InputData.xls」を取り込むために、 
EXCEL アンケート太閤を使用して太閤データファイルを新規作成します。 

★ このデータはオリジナルディスクに収録されています。 

太閤オリジナルディスク「マニュアル演習用データ」フォルダに InputData.xls として収録されています。 

 

1. 太閤データファイルを新規作成します。 
元データを格納するための太閤データファイルを新規作成します。 

(1) Windows スタートメニューより「EXCEL アンケート太閤」を起動します。 
(2) 「太閤 Ver.5」タブより「太閤ファイル管理」→「新規作成」で太閤データファイルを新規作成し

ます。この例では 調査名を「好きな野球チーム」ファイル名を「野球アンケート.TKO」として作
成します。 
 

2. 元データの内容を確認します。 
太閤データファイルの項目設定、カテゴリー名登録をおこなうために、今⼀度【ステップ１】の
「InputData.xls」ファイルの内容を確認します。 

「InputData.xls」の内容(抜粋) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(1) 太閤の内部データ形式 
Excel シートデータの 1 列は、太閤では 1 設問(項目)として処理します。 
上記データはＡ列〜Ｉ例の 9 列です。これに合わせて 
9 個の質問(項目)として太閤では項目設定をおこないます。 

(2) アンケート上の質問数と太閤での質問（項目）数が異なる理由 
質問数が異なる理由は、MA 形式質問の登録方法が異なるためです。 
●元データの「アンケート上での質問」の MA 形式 
 選択子(カテゴリー)ごとに 1 列を使用し［1=選択 / 0=未選択］を登録する形式。 
●太閤の MA 形式 
 1 列中に”1,3,5”とすべての選択子(カテゴリー)を登録する形式。 

★ ＭＡ形式データの取り込み方法 

MA 形式のデータ登録方法が異なるため、元データの複数回答形式データを太閤の MA 形式データとして 

そのまま取り込むことができません。 

この例では、元データの形式に合わせて、選択子(カテゴリー)ごとに 

SA 形式 ［1=選択 / 0=未選択］として取り込み、 

【ステップ 4】において、太閤の「データ加工」機能で正式な複数回答形式に自動変換します。 

  

問 1 問 2 問 3 問 4 

項目 1 項目 2 項目 3 項目 4 項目 5 項目 6 項目 7 項目 8 項目 9 
太閤での 

質問(項目) 

ア ン ケ ー ト

上の質問 
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3. ［1=選択 / 0=未選択］形式で登録された MA 形式 の項目設定方法 
元データの問 1 は、「好きな野球チームを回答する」という MA 形式の質問です。 
元データの内容(InputData.xls)を⾒ると、○が付いたチーム名に”1”を登録する 
データ形式になっています。 
これは、 
「あなたは○○チームが好きか︖」 
「はい」→1、「いいえ」→0 
と回答する単数形式(SA)の質問が６設問ある、と置き換えて考えます。 
このような考え方で、今回の元データの回答データを太閤の項目設定に当てはめると、 
チームごとに SA 形式・カテゴリー数が 2 のデータとなります。 
チーム数が 6 なので、同様の質問が 6 項目になります。 
この考え方に従い、項目設定/カテゴリー名登録をおこなうと、以下のような設定になります。 
 
【項目設定/修正】画面イメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【カテゴリー名登録/修正】画面イメージ  

項目 1〜6(問 1)  
 
 
 

項目 8(問 3) 
 
 
 
 

4. 項目情報、カテゴリー情報を登録して EXCEL アンケート太閤を終了します。 
項目設定/カテゴリー名登録の登録後、太閤を終了します。 
終了時に「野球アンケート.TKO を保存しますか︖」ダイアログが表示されます。 
ここで はい を選択して終了します。 
 

 
これで【ステップ２】は完了です。 
  

問 1 

問 2 
問 3 
問 4 
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■ステップ３︓元データの内容を太閤データファイルにコピー 
このステップでは、ステップ２で作成した太閤データファイル「野球アンケート.TKO」の 
データエリアに、ステップ１で変換した元データ「InputData.xls」の 10 件のアンケートデータ内容をコ
ピーします。 
この編集作業は Excel 上でおこないます。 
 

1. Excel を起動します。(太閤ではなく Excel のみ起動します) 
【ステップ 2】作成した太閤ファイルと【ステップ１】で作成した元データを Excel に 
読みこみます。 
★ 「InputData.xls」「野球アンケート.TKO」とも、同一フォルダにあるものとします。 

(太閤オリジナルディスク「マニュアル演習用データ」フォルダに収録されています。) 

(1) Excel の「ファイル」タブより「開く」を選択します。 
(Excel2013 以降は「参照」を選択)「ファイルを開く」ダイアログが表示されます。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(2) ファイルの種類を「すべてのファイル(*.*)」に変更すると「InputData.xls」 

「野球アンケート.TKO」ファイルが表示されます。  
(3) 「InputData.xls」「野球アンケート.TKO」ファイルを Ctrl キーを押しながらマウスで選択し、 

開く(O) ボタンを押すと、同時に読み込むことができます。(別々に読み込んでも OK です) 
(4) 読み込み時に「開こうとしているファイル’野球アンケート.TKO’は、実際にその拡張子が示すファ

イル形式ではありません。・・・」旨のメッセージが表示された場合には、 はい を選択します。 
(5) 以上でファイル読み込みは完了です。 

  

「ファイルの種類」を「すべてのファイル

(*.*)」に設定しないと太閤データファイルが

表示されません。 
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2. アンケートデータのコピー 
「InputData.xls」のアンケートデータを「野球アンケート.TKO」のデータエリアに 
コピーします。 

(1) Excel の表示で「InputData.xls」の内容が表示されていない場合には、 
下図のように「表示」タブより「ウィンドウの切り替え」をクリックし、 
「InputData.xls」を選択します。 
  

 

 

 

 

 

 

(2) マウスでセル A1 → I10 までをドラッグして、下図のようにセルを選択します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

(3) マウスの右ボタンを押して、サブメニューを表示して「コピー」を選択します。 
 

 

 

 

 

 

  



株式会社エスミ︓ソフトウエアテクニック集 

 3-6-12

(4) (1)の手順で「ウィンドウの切り替え」より、「野球アンケート.TKO」ファイルを表示します。 
ここで下図のように「原データ 11」シートをクリックします。 
「野球アンケート.TKO」ファイルのアンケートデータ格納エリアが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5) Ａ Ｂ３セルをクリックします。(太閤のデータエリアの先頭) 
マウスの右ボタンを押します。表示されたサブメニューよりＢの「形式を選択して貼り付け(S)」
をクリックします。 
さらに表示されたサブメニューより、 Ｃ 「形式を選択して貼り付け(S)」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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(6) 「形式を選択して貼り付け」ダイアログより、「値(V)」を選択し、 OK ボタンを押します。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 「形式を選択して貼り付け」をする理由 

太閤では、データ内容は全てセル内に実際の数値や文字列が格納されている必要があります。 

Excel の貼り付け方法により、データ内容ではなく「セル参照」による貼り付けや、 

「数式」の貼り付けがおこなわれる場合があります。 

これらのデータ貼り付け方法は、画面上では区別がつかないので確実な方法として「形式を選択して貼り付け」 

によるデータの貼り付けをおこなっています。 

 

(7) 下記のようにデータが貼り付けられれば OK です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  



株式会社エスミ︓ソフトウエアテクニック集 

 3-6-14

(8) 正しくデータが貼り付けられているかをここで確認します。 
太閤データファイルでは、ステップ 2 の(3)でおこなった項目設定の内容が、 
「太閤データ登録エリア」に反映されています。 
 
●原データ 11 の⾏の意味 
 1 ⾏目︓  項目 No.（質問番号） 
 2 ⾏目︓  項目名（質問のタイトル） 
 3 ⾏目以後︓  アンケートデータ登録エリア  
 

★ 貼り付けたアンケートデータの貼り付け位置を確認します。 

項目設定の内容と「InputData.xls」よりコピーしたアンケートデータの内容位置が 

正しくコピーされているかを確認します。 

 

●【ステップ 2】(3)でおこなった項目設定の内容 
 
 
 
 
 
 
 

●太閤データ内部のデータ登録エリア 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

問 1 

問 2 
問 3 
問 4 
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3. コピーしたアンケートデータ件数の登録 
「野球アンケート.TKO」の「システム管理」エリアに「InputData.xls」ファイルよりコピーしたアン
ケートデータに登録されていたデータ件数を設定します。 
 
(1) 下図のように、Excel の画面下部にあるシート名タブより「システム管理」を 

選択します。下図のように Excel の表示内容が変わります。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 下図のように、”Ｉ３”セルに「InputData.xls」よりコピーしたアンケートの 
回答データ数 10 件の数値「10」を登録します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

(3) Excel メニューの「ファイル」より「上書き保存」を選択して、10 件のアンケートデータを登録
した「野球アンケート.TKO」ファイルを保存します。 

(4) Excel を終了します。 
以上で【ステップ 3】の作業は終了です。 
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■ステップ 4︓太閤の「データ加工」機能で取り込んだデータを編集 
このステップでは、【ステップ 3】で作成した太閤データファイルを、アンケート質問票の 
イメージで集計・解析できるように、太閤の「データ加⼯」機能を利用して編集します。 
編集作業は下記の 2 点です。 

1. 太閤で使用可能な MA 形式の質問へ変換 
2. 元データと同様にアンケート質問の並べ替え 
★ このデータはオリジナルディスクに収録されています。 

太閤オリジナルディスク「マニュアル演習用データ」フォルダに「野球アンケート_002.tko」 

として収録されています。 

 

1. 太閤で使用可能な MA 形式質問へ変換 
元データの回答形式に合わせて【ステップ 2】でおこなった項目設定は、 

「あなたは○○チームが好きか︖」 
「はい」→1、「いいえ」→0 

と回答する、「単数形式(SA)の質問が６設問ある」と置き換えて、 
SA 形式の質問を 6 設問として太閤に登録しました。 
しかし、このままでは SA 形式の 6 質問となり、MA 形式の質問として 
集計処理することはできません。 
そのため、太閤の「データ加⼯」機能より「<SA>(Yes/No)→<MA>」を使用して、太閤の MA 形式
の質問へ変換します。 

(1) Windows スタートメニューより「EXCEL アンケート太閤」を起動します。 
(2) 「太閤 Ver.5」タブより「太閤ファイル管理」→「読み込み」で、「野球アンケート.TKO」ファ

イルを読み込みます。（【ステップ３】で作成した太閤データファイル） 
(3) 太閤データファイル読み込み後、最初に表示される全体情報画面で、 

項目数・回答者数が正しく太閤に認識されているか確認します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

登録した質問数＝９ 

回答者数＝１０ 

となっていることを確認。 
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(4) 「データ加工」→「<SA>(Yes/No)→<MA>」で MA 形式質問作成 
「太閤 V5【集計編】」タブより、「データ加⼯」→「<SA>(Yes/No)→<MA>」 
を選択します。下記のダイアログが表示されます。 
この「<SA>(Yes/No)→<MA>」は、「(1)[2]巨⼈〜(6)[2]横浜」に分割した６つの SA 形式質
問を１つの MA 形式にまとめる機能です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

●画面上の①〜④の順で操作してください。 
① 「(1)[2]巨⼈ 〜 (6)[2]横浜」をマウスで選択します。 
② カテゴリー表示 ボタンを押した後、「適用カテゴリー」右の「▼」ボタンを押して 

「(1-)好き」を選択します。 
③ 「新しい項目名」欄に、「好きな野球チーム」と入⼒します。 
④ 処理実⾏ ボタンを押して変換処理を開始します。 

★ 新規作成された設問は、MA 形式となり、「項目 No. 10」位置に登録されます。 

(5) 加工結果をカテゴリー登録画面で確認 
カテゴリー登録画面の「(10)[MA][ 6] 好きな野球チーム」で加⼯結果を確認 
データ加⼯処理の確認として下図のように、カテゴリー登録画面にて加⼯結果が確認できます。 
「(10)[MA][ 6] 好きな野球チーム」を選択すると、MA 形式の 6 カテゴリーとして登録されてい
ることを確認できます。 

 
 

 

 

 

 

 

  

単数回答(SA)として登録し

た項目名が、複数回答(MA)

のカテゴリー名として、自動

的に設定されています。 

① 

② 

④ 

③ 
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2. 元データと同様にアンケート質問の並べ替え 
データ加⼯で作成した設問は、登録されている項目の最後に追加されます。 
ここでは、最後に登録された MA 形式質問を、アンケート質問と同様の順番に移動します。また、仮登
録した SA 形式質問を削除します。 
 
●変換後の「野球アンケート.TKO」の項目設定 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●項目の並べ替えと削除をおこなう。 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

上記の項目の並べ替えを「項目の並べ替え」にておこないます。 
★ 「項目の並べ替え」機能について 

機能概要や操作の詳細は「３章 2. 項目の並べ替え」をご参照ください。 

 

  

問 1 

問 2 
問 3 
問 4 
問１から再作成 

 必要ないので削除 

この位置に移動 
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(1) 「太閤 V5【集計編】」タブより、「項目設定」→「2.項目の並べ替え」 
を選択します。下記画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「順番指定」欄に設定する内容 
① 項目 No.1〜6 の「順番指定」欄の数字を削除 

SA の２択のデータ加⼯前の項目は不要→削除する。 
② 項目 No.10 の「順番指定」欄の数字を「100」を「10」に変更 

オリジナルのアンケート票と同様に、[MA]形式に加⼯した 
「好きな野球チーム」質問を先頭に移動する。 
★ 「順番指定」欄の番号について 

番号には意味がありません。実行時、この番号をキーとして昇順にソートしているだけです。 

③ 下記画面のように「順番指定」を設定します。 
④  並べ替え実⾏  ボタンを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

①

② 

④ 

③ 
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(6) 下記警告画面が表示されます。 はい(Y) ボタンを押します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(7) 項目の並び替えを実⾏後、下記画面が表示されます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
★アンケートの回答データも同時に並び変えされます。(「原データ 11」シート内容) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(8) 作成した「野球アンケート.TKO」ファイルを保存して変換作業終了 
「太閤 V5【集計編】」タブより「太閤ファイル管理」→「上書き保存」で 
「野球アンケート.TKO」ファイルを保存します。 
以上で太閤データファイルに変換する作業は終了です。 
「太閤 V5【集計編】」タブより「太閤ファイル管理」→「太閤の終了」で太閤を終了します。 

★ 太閤データファイル作成後に必ず「データの正当性チェック」をしてください。 

作成した太閤データファイルを使用する前に「２章 6.データの正当性チェック」をしてください。このチェックは太閤デー

タファイル全体のフォーマットチェックです。  

質問の削除 

質問の移動 

変更前 

変更後 
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■その他︓他のデータ変換例 
上記【ステップ 1】〜【ステップ 4】で紹介していないデータの変換例をここで紹介します。 
 

1. 【ステップ 1 の別形式 1】固定⻑ファイル(テキストファイル)の変換方法 
2. 【ステップ 1 の別形式 2】Excel で直接読み込み可能なデータ形式 

 (Lotus1-2-3/アクセス等のデータ) 
3. 【ステップ 3 の別形式 1】その他のＭＡ形式データの変換方法 
4. 【ステップ 3 の別形式 2】アンケート質問データが既にファイル化済みの場合の項目設定方法 

 
 
1. 【ステップ 1 の別形式 1】固定⻑ファイル(テキストファイル)の変換方法 

ここでは、元データを Excel のブック形式データに変換する際の別形式 
(固定⻑ファイル︓テキスト形式ファイル)例を記します。 
 

(1) 固定⻑ファイルとは︖ 
【固定⻑ファイル】とは、データの区切りがなく⼀定の文字数で改⾏されたテキストファイル。デ
ータの区切りはないが、⾏ごとに「前から 10 文字目は性別情報」のように、データ先頭からの文
字の位置で内容は固定化されている形式です。 
 
【データ例】 InputData.txt ファイルとして保存 

101000 ⼊場料を安くして欲しい          135 

010000 最後まで TV 中継して欲しい      143 

000001                             238 

010100 試合時間を短くして欲しい        225 

000010 球場の椅子が狭い              123 

001000 大型スクリーンを増やして欲しい    228 

100000TV 放送試合を多くして           135 

000001TV 解説が面白くない            223 

010000 試合のテンポを早くして          145 

000000 地方での試合を増やして         224 

 

★ このデータはオリジナルディスクに収録されています。 

太閤オリジナルディスク「マニュアル演習用データ」フォルダに InputData2.txt として収録されています。 
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(2) 【STEP1】の(1)〜(3)と同様にファイルの種別を「テキストファイル」にして 
以下のダイアログが Excel メニューの「ファイル」「開く」を選択します。 
「 開く ボタンを押すと「テキストファイルウィザード－1 / 3」が表示されます。 
●画面上の①〜④の順で操作してください。 
① 「元データ形式」で、「スペースによって・・・」を選択します。 
② 次へ(N)＞ ボタンを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(3) テキストファイルウィザード－ 2/3 が表示されます。 
このダイアログでは「区切り文字」の設定をします。 
① 固定⻑のテキストデータなので、1 文字ごとに区切り選択します。 
② 「データのプレビュー」欄で、正しくデータが区切られていることを確認します。 
③ 確認後に 次へ(N)＞ ボタンを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

② 

① 

① 

② 

③ 
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(4) テキストファイルウィザード－ 3/3 が表示されます。 
① 「データのプレビュー」欄で、区切られたデータごとに「列のデータ形式」を指定します。 
② 通常のデータは「G/標準」ですが、文章データなどは「文字列」の指定をします。Excel に

より誤変換されることを防ぐためです。 
★ 数値データの内容(2017.12 など)により Excel の日付形式データに変換される場合があります。 

日付形式データは太閤で処理できません。誤変換される場合には「文字列」指定します。 

③ すべての指定後に「完了」ボタンを押します。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) 読み込んだデータが表示されます。 
ここで読み込んだーデータの内容を確認します。 
「列がずれていないか︖」 
「数値データが右詰表示されているか︖」(右詰=数値/左詰=文字として認識) 
「誤変換されていないか︖」(数値が日付表示/時間表示に誤変換されていないか︖) 
など確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 

③ 
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(6) 取り込んだデータを保存します。 
① Excel のシート上に表示されたデータを保存します。 

Excel メニューの「ファイル」→「名前を付けて保存」を選択すると「名前を付けて保存」
ダイアログが表示されます。 

② 下図のようにファイルの種類を「Excel97-2003 ブック(*.xls)」形式を選択して 保存(S) ボ
タンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 「InputData.txt」ファイルが「InputData.xls」として、Excel 形式データに変換され、 
保存されます。 
 

 

 

  

ファイルの種類を「Excel97-2003 ブック(*.xls)  

形式で保存します。 
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2. 【ステップ 1 の別形式２】Excel で直接読み可能なデータ形式 
ここでは、元データを Excel のブック形式データに変換する際の別形式 
(Excel で直接読み込めるデータ形式ファイル)例を記します。 
 

(1) Excel を起動します。 
(2) Excel メニュータブの「ファイル」→「開く」を選択します。 

Excel2013 以降の場合には、「開く」画面から「参照」を選択すると、「ファイルを開く」ダイ
アログが表示されます。 

(3) ファイルの種別を指定の形式を「すべてのファイル」「Access 形式」など、読み込むファイル形
式に設定すると読み込む元データファイル名が表示されます。 
このファイルを選択して 開く(O) ボタンを押します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 読み込んだデータが表示されます。 
「列がずれていないか︖」 
「数値データが右詰表示されているか︖」(右詰=数値/左詰=文字として認識) 
「誤変換されていないか︖」(数値が日付表示/時間表示に誤変換されていないか︖) 
など確認します。 

 
 
 
 
 
 
 
 

  

「すべてのファイル」等に設定すると、ファイル名が 

表示されます。 
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3. 【ステップ３の別形式 1】その他のＭＡ形式データの変換方法 
回答数が決められていて、指定された回答欄にカテゴリー番号を記入する方式の 
質問の変換方法を説明します。 

●アンケート質問イメージ 
問 1. あなたの好きな野球チームを全てお教え下さい (○は 3 つまで) 
  1.巨⼈ 2.阪神 3.中日 4.広島 5.ﾔｸﾙﾄ 6. 横浜 
【解答欄】 
  1 番目      2 番目      3 番目       

 
●データイメージ(6 カテゴリーの SA 形式質問が３つある形式)  

 A B C D 

1  1 2 3 

2 回答者 No. 1 番目 2 番目 3 番目 

3 1 1 3  

4 2 2   

5 3 6   

6 4 2 4  

7 5 5   

8 6 3   

9 7 1   

10 8 6   

11 9 2   

12 10 -   

(1) 問 1 の設問の場合、⼀度 6 カテゴリーの SA 形式の質問が３つあるとして太閤に登録します。 
(2) 太閤のデータとして登録後「太閤 V5【集計編】」タブより「データ加⼯」グループの 

「5.＜SA,MA＞→＜MA＞(積み上げ)」を使用して、 
３質問に分割されている質問を 1 つの MA 形式質問へ変換します。 
●データイメージ(6 カテゴリーの SA 形式質問が３つある形式)  

 A B C D E 

1  1 2 3 4 

2 回答者( 1 番目 2 番目 3 番目 好きな球団 

3 1 1 3  “1,3” 

4 2 2   “2” 

5 3 6   “6” 

6 4 2 4  “2,4” 

7 5 5   “5” 

8 6 3   “3” 

9 7 1   “1” 

10 8 6   “6” 

11 9 2   “2” 

12 10 -   “-” 

(3) データ加⼯をおこなうと上記表のように、3 つ SA 形式に分割されていた質問が 1 つのＭＡ形式質
問に統合されます。(B~D 列 → E 列) 
★ 操作の詳細は「５章 5.＜SA,MA＞→＜MA＞(積み上げ)」をご参照ください。 
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4. 【ステップ３の別形式 2】 
アンケート質問データが既にファイル化済みの場合の項目設定方法 
項目名(質問)やカテゴリー名がファイルとして手元にある場合の項目設定方法を説明します。 
 
●操作概要 

(1) 項目名のみ仮の名称(ダミー)で項目設定をおこないます。(太閤の項目設定) 
(2) 太閤データファイル内の「システム管理」シートの項目名欄，カテゴリー名欄に、 

直接名称をコピーします。 
(3) 項目設定で再度、項目名登録をおこないます。 

★ ダミー名称で項目作成後に、ダミー名称の項目名→正式な項目名に変更します。 

この方法は、システム管理シートの該当セルのみを変更するため、操作ミスを起こしにくい方法です。 

 
●操作手順 

(1) 項目名のみ仮の名称(ダミー)で項目設定をおこないます。 
・項目設定での登録イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(2) 「太閤 V5【集計編】」タブより、「切り替え」グループの「Excel へ」を選択します。 
 
 
 
 
 

★ 【以降の操作についてのご注意事項】 

以降の操作は、太閤データファイルのファイル内部を直接操作します。 

指示以外のセルを操作すると、EXCEL アンケート太閤が正常に動作しない場合があります。 

十分にご注意ください。 

 また、操作前に「2 章 7.太閤データのバックアップ保存」により、太閤データファイルのバックアップをすることをお勧め

します。 

 
 
 
 

 
  

項目名を仮名称で登録

します。 

データ形態などは、 

データに合わせて登録 
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(3) 太閤データファイルの「システム管理」シートが表示されます。 
「システム管理」シートには、「項目設定」「カテゴリー名登録」の内用が登録されています。 
この内容を⾒ると 
① 項目設定で指定した「Qus-1」〜「Qus-9」の内容が 7 ⾏目に設定されています。 
② カテゴリー名称が 16 ⾏目以降に設定されています。 

(カテゴリー名称はまだ未設定のため「C-1」「C-2」等のダミー名称) 
 

●システム管理シートのイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
●「原データ 11」シートのイメージ 

③ 項目設定で指定した「Qus-1」〜「Qus-9」の内容が 2 ⾏目に設定されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

★ 【原データ 11～14 のデータフォーマット】 

1 行目：回答データの項目 No.  

2 行目：項目設定で登録した項目名 

3 行目：3～65003 回答データ 

「原データ 11」：項目 No.1～254/「原データ 12」：項目 No.255～508 

「原データ 13」：項目 No.509～762/「原データ 14」：項目 No.763～1016 

  

① 

② 

③ 
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(4) 「好きな球団質問データ.xls」にある項目名称、カテゴリー名称を「システム管理」シートにコピーします。 

① 「Qus-1」〜「Qus-9」が設定されている赤枠①セルにそれぞれの項目名称をコピー 
② 「C-1」「C-2」の⻘枠セルに①セルの設問名に対応するカテゴリー名称をコピーします。 

★ コピー時には「ホーム」タブの「クリップボート」グループより「貼り付けのオプション」→「形式を選択して貼り付け(S)」ダ

イアログを表示し、「貼り付け」オプションを「値(V)」として貼り付けます。 

コピーの方法の詳細は【ステップ 3】の「(2)アンケートデータのコピー」をご参照ください。 

★  ①②  以外の部分は変更しません。 

●「システム管理」に「好きな球団質問データ.xls」の項目名・カテゴリー名部分をコピーします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●コピー後のイメージ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

① 

② 

① 

② 
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(5) 項目設定の変更を確定します。 
「太閤 V5【集計編】」タブより、「項目設定」グループの「1.項目設定」を選択します。 
下図① (4)でコピーした項目名称が設定されて表示されます。 
ここでもう⼀度② 登録 ボタンを押して、項目設定の変更を確定します。 
 

●「項目設定」シートの項目名称の変更を確認します。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
●「原データ 11」シートの項目名称も変更されています。 
「太閤 V5【集計編】」タブより、「切り替え」「Excel へ」で太閤データファイルを表示して、 
「原データ 11」シートを選択します。 
 
 
 
 
 
 

★ 項目 No と格納データシート名 

EXCEL アンケート太閤では下記のように項目 No.ごとにアンケートデータ情報を 

複数のシートに分けて管理しています。 

項目 No.1～ 254 「システム管理」「原データ 11」 

項目 No.255～508 「システム管理 2」「原データ 12」 

項目 No.509～762 「システム管理 3」「原データ 13」 

項目 No.763～1016 「システム管理 4」「原データ 14」 

 

 

前ページの (4) で 

コピーした内容に変更 

されています。 

① 

② 


